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大学体育教員養成の３つの段階 

大学院 全国大学体育連合 

大学院生 
大学教員準備教育 
インターンシップ 

 
（←協力の可能性） 

初任教員 指導者研修会 

それ以降 学位プログラム キャリア形成支援 



需給バランスと質 

買い手市場 供給過剰 

競争が起こり、質が向上 優秀な院生確保が困難 

大学院の淘汰 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

個別の大学での対応では限界がある。 
学界全体での対応が必要。 

優秀な教員確保が困難 



大学院に求められる人材養成機能 

①創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者 
  等の養成 
②高度な専門的知識・能力を持つ高度専門職業人の 
  養成 
③確かな教育能力と研究能力を兼ね備えた大学教員 
  の養成 
④知識基盤社会を多様に支える高度で知的な素養の 
  ある人材の養成 
 

中央教育審議会答申「新時代の大学院教育－国際
的に魅力ある大学院教育の構築に向けて－」(2005) 



大学教員の養成 

「大学院における大学教員養成機能（プレＦＤ）の
強化を図る」 
 中教審答申「学士課程教育の構築に向けて」(2008) 

 

「プレＦＤの促進とＴＡの充実」 
 第２次大学院教育振興施策要綱(2011) 

 

実践事例：筑波大学や名古屋大学、京都大学等 
       夏目達也ほか(2010)『大学教員準備講座』  



大学教員準備教育（プレＦＤ）の実施状況  

「運動部指導における体罰・暴力根絶および体育学教育の質保証に関する調査」
(2014)より 



プレＦＤプログラム開発 

１．ｅラーニング教材 

  「大学教養体育の理念と現状」（１７分） 

  ウェブサイトで無料公開中 

 

 

２．ワークショップも開催（2013年） 

 

教養体育ＦＤ 



教養体育インターンシップの背景 

大学院生 
• 約４割が保健体育の教員免許を取得し
ていない 

• 約２割が体育学や教員養成の学士課程
教育を受けていない 

• ＴＡは専門体育の授業 

• 教養体育の実態を知らない 
 



教養体育インターンシップの趣旨 

 体育大学の大学院生に 

他大学で教養体育や管理運営業務の職場
体験をさせ、 

大学体育教員キャリアに対する理解を深め
させ、 

インターンシップから専任教員や非常勤講
師採用へとつなげるような仕組みについて
検討する。 



他大学で行う教養体育のインターンシップ 

「運動部指導における体罰・暴力根絶および体育学教育の質保証に関する調査」
(2014)より 



大学院生の意向 

インターンシップに興味心がある 
 
     全体(61人)の67％ 
     就職希望者(37人)の92％ 

平成26年2月  対象者は104名  有効回答率 59% 



インターンシップ実習内容 

１．事前学習 
２．実地研修 
 (1) 授業補助・見学（実技、講義など） 
 (2) 施設・用具管理業務 
 (3) 学内行政活動 
 (4) 研究活動 
 (5) 社会・地域貢献活動 
 (6) キャリア形成 
３．事後学習 

 



試行結果 

課題 
① ３日間の実習は受け入れ大学の負担が大きく、 
  参加学生も日程調整が難しい。 
② 他大学の大学院生に授業を参加させることについて、  
  受け入れ大学の制度整備の面で課題が多い。 
③ 実習が単位化されないと実際の参加希望者は多くない。 

受け入れ側のメリット 
 教員採用の参考になる。 

成果：大学体育教員キャリアに対する理解が深まった 



キャリア形成支援 

背景 

• 自己責任・努力 

• 有期雇用 約50％ 

 

 
大体連研修会 

• 「教員就職に関するワークショップ」(2013) 

• 「大学教員就職ワークショップ」(2014) 

• 「大学体育教員のキャリア形成とFD」(2014) 

• 「大学教員キャリア開発ワークショップ」(2014) 
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